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八
街
市
に
は
39
の
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
同
士
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
砂
区
を
紹
介
し
ま
す
。

　

砂
（
い
さ
ご
）
区
は
、
八
街
市

の
南
部
に
位
置
し
て
お
り
、
世
帯

数
３
８
０
世
帯
ほ
ど
の
地
域
で
す
。

区
内
に
は
、
谷
津
田
の
稲
穂
を
見

守
る
よ
う
に
、
本
源
寺
（
ほ
ん
げ

ん
じ
）、
日
枝
神
社
（
ひ
え
じ
ん
じ

ゃ
）
が
あ
り
ま
す
。
本
源
寺
は
長

享
２
年
（
１
４
８
８
年
）
に
創
建

さ
れ
た
歴
史
あ
る
お
寺
で
、
昔
は

お
盆
の
時
期
に
多
く
の
出
店
が
並

び
、
賑
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
枝

神
社
の
創
建
は
、
天
正
19
年
（
１

５
９
１
年
）
で
、
当
時
は
山
王
権

現
（
さ
ん
の
う
ご
ん
げ
ん
）
と
呼

ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
明
治

時
代
か
ら
今
の
名
称
に
な
り
ま
し

た
。
参
道
に
六
社
の
小
宮
が
並
ぶ

神
社
集
落
は
珍
し
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
日
枝
神
社
の
境
内
に
は
、

市
指
定
の
記
念
物
「
カ
タ
ク
リ
群

生
地
」
が
あ
り
、
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
頃
に
か
け
て
、
カ
タ
ク

リ
が
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。

　

区
内
の
文
化
活
動
は
、
戦
後
、

当
時
の
区
の
公
民
館
を
有
意
義
に

活
用
す
る
た
め
に
発
足
さ
れ
た
運

営
委
員
会
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
主
な
活
動
と
し
て
、
毎
年
５

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（
3535
）【
砂
区
】

）【
砂
区
】

カタクリの
　　可憐な花

月
５
日
に
子
供
の
健
や
か
な
成
長

を
祝
っ
て
映
画
会
や
餅
つ
き
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
15

日
に
は
、
高
齢
者
に
カ
ラ
オ
ケ
や

お
酒
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
、
記
念
品
を
贈
る
と

い
っ
た
長
寿
の
お
祝
い
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
月
14
日

に
は
ど
ん
ど
ん
焼
き
を
行
い
、
み

ん
な
で
作
っ
た
成
木
餅
（
な
り
き

も
ち
）
を
焼
い
て
無
病
息
災
の
祈

願
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

活
動
は
60
余
年
続
い
て
い
ま
す
。

区
の
公
民
館
の
老
朽
化
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
平
成
３
年
に
新
た
に

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
い
さ

ご
会
館
」
が
建
設
さ
れ
、
現
在
は

こ
の
施
設
を
拠
点
に
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
に
入
り
、
区

内
に
住
ま
わ
れ
る
方
が
増
え
た
こ

と
か
ら
、
住
民
同
士
の
交
流
の
場

と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
ま
で
25
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

可
憐
に
咲
く
カ
タ
ク
リ
、
谷
津

田
に
実
る
稲
穂
。「
地
に
花
、
人

に
心
」
い
つ
ま
で
も
心
豊
か
な
人

た
ち
の
集
う
砂
区
で
あ
り
た
い
も

の
で
す
。

問
八
街
市
区
長
会
事
務
局

　

 
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎
３
１
２
‐
１
１
４
０

　

令
和
３
年
12
月
よ
り
支
給
し
て

い
る
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
に
お
い
て
、
前
養
育
者
か

ら
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
が
あ
る

方
は
給
付
金
申
請
が
で
き
ま
す
。

受
給
資
格
者

　

令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当

受
給
者
で
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
に
離
婚
な
ど
で
令
和
４
年
１
月

分
の
児
童
手
当
受
給
者
に
な
り
、

以
前
、
給
付
金
を
受
給
し
た
方
か

ら
給
付
相
当
額
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
子
ど
も
の
た
め
に
給

付
相
当
額
を
消
費
さ
れ
て
な
い
方

給
付
金
額

　

子
ど
も
１
人
あ
た
り
10
万
円

申
請
方
法

　

受
給
対
象
者
に
は
事
前
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
子
育
て
支
援

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
も
配
付
し

て
い
ま
す
。

申
請
締
切
日　

４
月
28
日
㈭

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
は
、
可
能
な
限
り
迅
速
に
支

給
す
る
た
め
に
令
和
３
年
９
月
30

日
時
点
で
の
養
育
者
に
支
給
し
て

お
り
、
現
在
の
養
育
者
に
給
付
金

が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
い
道
に
つ
い
て
は
、
よ
く
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
受
給
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課

　

☎
４
４
３
‐
１
６
９
３

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
（
支
援
給
付
金
）
を
支
給
し
て
い
ま
す

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
（
支
援
給
付
金
）
を
支
給
し
て
い
ま
す

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

家
庭
、
妊
産
婦
な
ど
を
対
象
に
、

子
育
て
を
す
る
中
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
対
応
し
ま

す
。

　

ま
た
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

継
続
的
に
行
い
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、

再
発
防
止
の
た
め
の
支
援
体
制
を

構
築
し
、
電
話
や
家
庭
訪
問
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
あ
っ
た
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
ま
す

 

・
子
育
て
が
つ
ら
い

 

・
子
ど
も
の
発
達
が
心
配

 

・
育
児
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

 

・
出
産
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

 

・
近
く
に
頼
れ
る
人
が
い
な
く
て

　

心
配　
　
　

 

・
子
育
て
の
イ
ラ
イ
ラ
を
子
ど
も

　

に
ぶ
つ
け
て
し
ま
う

 

・
近
所
か
ら
大
人
の
怒
鳴
り
声
や

　

子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
て

　

心
配
な
ど

問
子
育
て
支
援
課
内

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

　

☎
４
４
３
‐
１
６
９
３

４
月
１
日
か
ら
子
育
て
支
援
課
内
に

４
月
１
日
か
ら
子
育
て
支
援
課
内
に

　
　
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
設
置
し
ま
し
た

　
　
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
設
置
し
ま
し
た

副市長退任あいさつ
　この度、３月31日をもちまして
副市長の職を退任いたしました。
令和２年４月の就任以来、北村市
長のもと、市政運営に誠心誠意取
り組んでまいりました。
　新型コロナウイルス対策に終始
した２年間ではありましたが、児
童館開館や老人福祉センターリニ
ューアル、八街バイパスの全線開
通など、市政の歴史に残る事業にも立ち会うこと
ができました。また、昨年６月に発生した飲酒運
転による重大な交通事故は、さまざまな条件下で
行政が果たすべき役割について改めて考える機会
となりました。
　この間、市民の皆さまはじめ多くの方々からい
ただいたご指導・ご協力に厚く御礼申し上げます。
　これからも千葉県職員として、微力ながら、八
街市の発展に貢献してまいりますので、変わらぬ
ご厚情を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、今年市政施行30周年を迎えた本市の益
々の発展と市民の皆さまのご健勝とご活躍をご祈
念申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきます。

大
おお

木
き

　俊
とし

行
ゆき 橋

はし

本
もと

　欣
きん

也
や

副市長就任あいさつ
　４月１日付けで副市長に就任い
たしました大木俊行でございます。
　市制30周年となる節目に、副市
長という大役を仰せつかり、誠に
身に余る光栄でありますとともに、
その職責と使命の重大さにあらた
めて身の引き締まる思いでござい
ます。
　私は、八街市職員として長年行政に携わってま
いりました。その経験を最大限に活かし、誰もが
住んでいて良かったと思える八街の魅力を十分ア
ピールするため、北村市長の補佐役として、職員
と力を合わせ取り組んでまいりますので、市民の
皆さまの温かいご指導、ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げ就任のご挨拶とさせていただきます。

問

問問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内
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象

対
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定

費
用

費
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記
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方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
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８
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